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論文題名：Evaluation of sagittal spine-pelvis-leg alignment in elderly women with pelvic 

retroversion in standing and walking using a three-dimensional 

musculoskeletal model 

 

（3 次元筋骨格モデルを用いた骨盤後傾高齢女性における立位および歩行時の 

脊椎骨盤下肢矢状面アライメントの評価） 

 

 

要旨 

著者の研究は論文内容要旨に示すように，高齢女性に対して立位時および歩行時の 3 次元

動作解析を行い，3 次元四肢体幹筋骨格モデルを用いて脊椎・骨盤・下肢の矢状面アライメ

ントを算出し，比較検討したものである．これまでに高齢者の歩行時における矢状面アライ

メントを 3 次元四肢体幹筋骨格モデルより算出した報告は存在しない．著者らは初めて高齢

者の歩行時おける脊椎・骨盤・下肢の矢状面アライメントを 3 次元四肢体幹筋骨格モデルに

よって評価し，さらに健常高齢者と骨盤後傾高齢者のアライメントを比較検討した． 

本研究の斬新さ，重要性，実験方法の正確性，表現の明瞭さは以下のとおりである． 

 

１） 斬新さ 

  脊椎の矢状面バランス異常は骨盤および下肢で代償され，脊椎と骨盤の矢状面アライメン

ト異常を評価する指標として全脊椎骨盤矢状面アライメントが広く用いられている．これま

で単純 X 線学的に静的な矢状面アライメントの評価は報告されているが，動的な評価として

歩行時における矢状面アライメントの変化を検討した報告は少ない．本研究では高齢女性に

おける立位時および歩行時の矢状面パラメータを初めて 3 次元四肢体幹筋骨格モデルから算

出し，骨盤後傾が脊椎・骨盤・下肢矢状面アライメントに与える影響を検討した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 重要性 

本研究において使用したモデルから算出したデータはX線計測値と有意な相関が認められ，

脊椎・骨盤・下肢矢状面アライメントを評価する上でモデルの有用性，妥当性が示された．

骨盤後傾群において歩行時の骨盤傾斜が有意に前傾していたことや股関節屈曲角度が減少し

ていたことは，骨盤後傾者の歩行における代償機構を実証する結果であった．今後このモデ

ルを用いて，長時間歩行による経時的変化，疼痛の影響などの評価，力学解析を組み合わせ

た脊柱モーメントのデータ解析などにより，脊柱変形患者の病態解明につながる可能性があ

る．また，後弯変形や骨盤後傾患者に対する運動療法や，手術での矯正指標の評価，人工股

関節脱臼予防などの治療法への臨床応用に関して非常に重要である． 

 

３） 実験方法の正確性 

  本研究で用いた 3 次元四肢体幹筋骨格モデルは，エラーが少なく精度の高いモデルとして

レビューされている．被験者は 65 歳以上の女性を選択しており，さらに各評価項目の測定

も同一検者が行っており，測定に関するバイアスを除去している．各計測に用いた機器は同

一の機器であり，機器の違いによるバイアスは認められない．解析方法，測定手順は一定で

あり厳密に行っている． 

さらに全ての結果は統計学的検討が加えられており，実験方法は客観的で正確性がある. 

 

４）表現の明瞭さ 

本研究の背景および目的，実験のデータ採取や解析方法，各項目の測定方法，統計学的検

討，得られた結果，考察および結論は簡潔，明瞭に記載されている． 

  

 

以上より， 本論文は学位を授与するに十分値する研究と判定する． 
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